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AI/MLを活用し、害虫・ネズミと戦う
IoTソリューション

害虫駆除業界においてAI/IoT技術を活用した新サービスを実用化。害虫の生
息調査業務の自動化・遠隔監視化により、問題発生時の早期発見・解決が可能、
防虫管理の品質向上と大幅な省力化を実現。業界では世界的にも注目されてい
るゲームチェンジングな新サービスです。

開発の背景
害虫駆除業における課題
害虫駆除業界には異物混入予防等、常に高いモニタリング精度が求められる。
設置トラップの数は年々増加傾向にあり、人の手だけでは監視頻度が不十分で
あったり、害虫を同定できる技術者の育成や確保が困難な上、技術者の労働時間
の多くがこれらの業務に費やされ、本来の目的である駆除まで手が回らない。

システムの概要

①トラップの設置＆回収

【設置者および回収者】

1、設置：環境機器株式会社（菅野格朗）

2、回収：環境機器株式会社（菅野格朗）

【モニタリング使用トラップ】

【モニタリング調査の日程】

平成 年 月 日～平成 年 月 日（92 日間）

【調査結果】

モニタリングデータより飛翔性昆虫用トラップの指数値（指数値：1 トラップの 1 日あた

りの捕獲数）を見ると表 2 のようになります．

＜表2、飛翔性昆虫用トラップの結果＞

出荷室 製造室 梱包室 製品倉庫 合計

設置数 3 2 2 3 10

捕獲数合計 47 49 2 34 132

指数値 0.17 0.27 0.01 0.12 0.14

前回多数の捕獲があった出荷室も低い数値になり，概ね良好な状態になっていると云え

ます．ただし，出荷室のモニタリング値は年間を通して高いため，混入の危険値とを考慮

の上，環境的対策のご相談をさせていただきます．

次に歩行性昆虫用トラップの指数値は表 3 のようになります．

＜表3、歩行性昆虫用トラップの結果＞

出荷室 製造室 梱包室 製品倉庫 合計

設置数 8 8 2 2 20

捕獲数合計 120 11 37 21 189

指数値 0.16 0.01 0.20 0.11 0.10

表 3 より出荷室の捕獲個体数が多く，危険な数値といえます．これはアリ類の捕獲が多

かったためで，扉近くのプランターなど観葉植物周辺に巣が見られた事から，これらが原

因と考えられます．

＜表1、使用トラップ数＞

個別設置数 合計

ムシポン 飛翔性昆虫用トラップ 空間 10

調査用トラップJ 歩行性昆虫用トラップ 床面 21
31

トラップ名 トラップの種類 設置場所
設置数

②捕虫紙検定 ③報告書作成＆提出

【課題の解決】 トラップのIoT化、AIによる同定の自動化
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システムの特長

システム構成

害虫防除業務を大きく変えるゲームチェンジャー
• IoT技術をフル活用した遠隔モニタリング
• 独自開発した（AI）による害虫/害獣の識別・検出
• 時系列に集積されたモニタリング結果のチェック、データ分析
• 問題発生時にメールで通報
• 必要に応じてモニタリング状況を取引先と共有

ネズミの解析結果飛翔昆虫の解析結果
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導入の効果

応用例（今後の展望等）

【経済的導入効果】
• �月間500枚の捕虫紙検定に約80時間か

かっていたものが約8時間に短縮
• �虫に詳しい技術者しかできなかった検定

作業をAIが代わりに実施

【品質的導入効果】
• �人の目では見逃がしや誤判定の頻度にム

ラが生じたり、技術者のスキルによっても
判定が異なる場合があったが、AIが高
速かつ一定の精度で解析を実施する。

• �AIの精度向上、解析対象虫種追加
• �徘徊性昆虫用センサーの開発
• �自動投薬装置との連動
• �海外展開予定

【飛翔性昆虫】　カウント精度95%　同定精度80%
【 ネ  ズ  ミ 】　検出率99.5%

自動投薬装置との連動で害虫の遠隔駆除　 

AIの解析結果で、一定数以上の虫が捕獲され
たことをトリガーに、現場の投薬装置と連動して
害虫駆除薬剤を遠隔自動噴霧できる




